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＜患者様連絡事項＞
・寺澤　英男様～本日16:30、主治医と息子様で面談実施しています。面談の結果、本日自宅退院となっています。通院先は三戸中央病院です。退院時処方2週間分処方あり、息子様へ渡しています。退院後の三戸中央病院への受診予約や退院書類については明日確認お願いします。

・小笠原　澄子様～息子様より引き続き外泊希望あり。主治医へ報告し、外泊実施し様子を見るようにとの事。外泊中スワンクリニックを受診した為、提出する入院証明証依頼中。
・金沢　孝雄様～4/24、14:00、有料老人ホームウズラクボへ退院予定。明日以降、あおぞらクリニックの初外来を予約していく。退院時処方は2週間分。診断書はSWで準備。明日紹介状を主治医へ依頼していく予定。担当はサマリー1部準備をして下さい。
・中村　美代子様～退院日が4/24、10:00へ変更している。退院時処方は明日15日分依頼予定。サマリーの日付を修正して下さい。
・澤村　幸次郎様～最近食事の際に咀嚼がうまくできていない事、むせ込みあることを主治医へ報告。本日夕よりチアプリド中止の指示あり除剤しています。
　　　　　　　　　本日の夕食から粥・キザミへ変更となる。内服も変更ある為、食事摂取状態と共に身体状態の観察もして下さい。
・杉山　千廣様～服薬時むせ込み、内服が出来ない事を主治医へ報告し本日夕より中止の指示出ている。点滴は本日までの指示。主治医へ本日の採血結果を報告していますが、処方出ていない為、明日朝一に確認お願いします。
・金澤　洋子様～ＬＴセットの申し込み用紙で、口座振替用紙2枚目に印が無かった為、明日23日の夕方、妹様が来院します。用紙はＡユニット面会ファイルに挟めています。その他返却荷物や書類もある為、忘れず渡して下さい。
・澁谷　幸子様～息子様より5/2、11時～14時外出希望あり。（外で食事をとりたいとのこと）許可でても出なくても結果の連絡を携帯にほしいとのこと。（留守電可）履物が、東病棟から借りているサンダルの為、再度ズックを持参して欲しい事を伝えている。後日仕事が終わったら夕方持参するとの事。
＜ＭＳＷより＞
・藤嶋　孝光様～明日午前にご家族が情報提供書の用紙を持参する予定。受け取ったら、カンファレンス時に船橋SWへ渡して下さい。
＜要注目患者様＞
・水野　和子様～朝のメイバランスミニは125ｍｌ、昼は125ｍｌ摂取、むせ込みなし。点滴トラブルなし。介入時大声出し抵抗見られる。午前中血圧高値見られているが、特に身体状態の変化はなし。
・馬渡　清　様～深夜帯、日中帯と来詰し成年後見人やワーカーとの話し合いをしたい事を訴え、やや表情硬く訴え聞かれる。
・内田　勇三様～朝食全量摂取。朝食後は腹痛の訴え聞かれなかったが、午前の体操途中で腹痛訴え途中退席し自室へ戻っている。昼食では「食欲が無いんだよ、どこの病院へ行けばいいんだ」と話し、味噌汁や果物のみ数口摂取し終了している。バイタルサインの異常はなし。15時には腹痛治まりおやつを摂取している。
　　　　　　　　検便2日目施行出来ていない為、引き続きお願いします。
・上神田　實様～午前中血圧高値見られているが、その他バイタルサインの異常なし。身体状態に変化はなし。再検では落ち着いている。最近日中の血圧高値続いている為、引き続き観察をして下さい。

・稻村　留吉様～昨日と一昨日、ステーションへ侵入しおやつを持って行こうとしていたと堤ヨシエ様より情報あり。その際中居伊佐男様に怒られていたとの事。短時間でもステーションを離れる際は、施錠をして下さい。
・小田　タネ様～本日甥様と北村耳鼻科を受診。耳垢除去や聴力検査等を行い、特に診断名は出ていないとの事。内服30日分持参。鑑別出していますが、主治医へ服薬の確認出来ていないので、明日確認お願いします。
・松橋　トキ様～朝食昼食は1／2～2／3、メイバランス各食全量摂取。発熱は見られず、身体状態の変化なし。
・三上　ミヨ様～朝昼共に数口、メイバランスミニ1本のみ摂取。点滴の自己抜去2回あり再挿入している。
・杉山　千廣様～バイタルサインの異常なし。痰鳴あり吸引施行。点滴の自己抜去あり、体動活発で易怒性強く、再挿入出来ず。
・中村　隆様～本日で排便－7日目。摘便にて排便あり。
	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
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	実施場所
	南病棟Ｂユニット詰所

	
	

	参加者
	佐々木　佳那、藤原　香織、小原　理沙、濱谷　志保、北向　るみ子、藤田　智樹、柴葉　夏海

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	4/20、9:15、南病棟Ｃユニットホール奥の個室トイレ蛇口に寝衣を巻き付けて座り込むような形で縊首している所を清掃員が発見。

	
	

	
	

	原因分析
	【縊首に至るまでの経過】
・病名で鬱病と診断あり、希死願望があった。
・3/28東病棟から南病棟ＣＤユニットへ転入。
・4／5、Ｂユニットへ移動しているが、精神不安定となる。
・4／11、「退院出来なければ自殺する」と発言あり、要観察必要の為、CDユニットへ戻っている。その後本人から主治医との面会希望強くあり、主治医と面会しているが、面会後も納得できず希死的発言ある。その後1週間は希死的発言無く過ごされいた。
【原因】
・食後スタッフが忙しい時間帯であり、更に奥のトイレであった為、目が行き届いていなかった。普段から奥までラウンドする事はあまりなかった。
・人事異動直後であり、スタッフ全体で寺澤様の状態把握が出来ていなかった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・退院したいという思いが強い患者様である。認知症の為、説明してもすぐに忘れてしまい、不安となる場合が多かった。希死的発言が一時的に落ち着いたとしても、話を聞いてあげるべきだった。人員不足で介助が必要な患者様ばかりに介入する事が多かった。
・Ｃホール奥のトイレは封鎖しているが、今後は奥までラウンドを行う。
・一人一人の行動を注意し観察する。
・事故当時リーダーのPHSが繋がらず、連絡が遅れた。このような場合は、すぐに主治医へ　直接連絡し、状況説明をすること。
・輪番医が分からず、調べるのに時間を要した。24-3999が指令課の為、こちらへ電話し確認するよう、スタッフ全員で周知する。
・医師がいつどこにいるか、スタッフが把握できていない。医師のスケジュールが入っているファイルを各自把握しておく。
・希死願望がある方は、希死的発言がなくなると自殺行為を実行する方が多い。その事をスタッフ全員が把握し、患者様をみていく。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


